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要旨： 
本稿では言語地理学上で重要だと考えられる『フランス言語地図』(ALF) No.736 jument「雌馬」の地
図について、約半世紀後に作成された言語地図との比較対照を行い、「雌馬」という概念とそれを表す

語形について考察した。ALF No.736の地図は地理的分布が複数の言語層を示す典型例であり、言語層の
形成には山地や大きな河川が関係している。ALF と『東部ラングドック地方言語民族誌地図』(ALLOr)
の比較からは最も古い ègo形が消滅したわけではないことがわかった。また、フランス語の書きことば
コーパスを調べ、jument、cavale と他の語形の変遷を明らかにした。1300 年以降に ive 形が周辺に追い
やられ jument が支配的になった。同時に下位概念を表す liarde、poutre、roncine、roncie 形も衰退する。
16 世紀に南フランスあるいはイタリアから cavale 形が侵入し、書き言葉では jument と勢力争いを繰り
広げるが、わずか一世紀で周辺へ追いやられ、主に南フランスの方言の中だけで生き残った。 
 
Abstract:  

In this paper, we examine the concept of “mare” and its denomination in French dialects through the comparison 
of the Atlas linguistique de la France (ALF) No. 736 jument with some linguistic atlases published about half a 
century later. Map No. 736 is a typical example in which geographical distribution shows several layers of dialect 
forms. Mountainous areas and large rivers are closely involved in the formation of the layers. A parallel analysis 
between ALF and Atlas linguistique et ethnographique du Languedoc oriental (ALLOr) shows that the oldest layer 
of ègo did not disappear. In our diachronic corpus analysis of written French, the word ive was first driven to the 
periphery after 1300 and jument remained as a dominant form. Liarde, poutre, roncine and roncie which 
represented subordinate concept of “mares” also declined while jument prevailed. Cavale came in from southern 
France or Italy in the 16th century and fought against jument for one century in written French, but it was also 
marginalized and eventually survived in the dialects of southern France. 
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はじめに 

	 言語地理学 géographie linguistique はジリエロン Jules GILLIÉRONとその弟子たちによる「言語地理学研

究 Études de géographie linguistique」の発表を通して、20世紀初頭のフランスで産声をあげ、少なくとも
戦後のある時期まで言語学における新たな研究分野として隆盛を極めた。とりわけ歴史言語学における

言語地理学の重要性を多くの研究者が指摘した。たとえばメイエ Antoine MEILLETは『歴史言語学と一

般言語学』第 1巻の中に「J. ジリエロンと地域口話研究がロマンス語化の発展に与えた影響」と題する
章を設け、「こうして言語学にとって決定的な進歩が実現した。あらゆる歴史言語学は比較言語学的であ

り、同じ一つの共通言語から出た様々な口話の比較だけが、その共通言語を決定するのに役立つ」(Meillet 
1921: 307)と称賛した。またメイエは『歴史言語学における比較方法』の第 6章を言語地理学の解説にあ
て、「地理的方法を適用することができれば、どこでも決定的な進歩を得ることができた。(...)比較方法
は地理的方法によって、それまでにはない精緻さ、広がり、容易さを獲得する」(Meillet 1925: 70)と述べ、
ジリエロンの功績を高く評価した。ガミルシェーク Ernst GAMILLSCHEGも『言語地理学とその一般言語

学に対する寄与』の中で、ジリエロンの功績として以下の 3点を指摘した。①ジリエロンは『フランス
言語地図 Atlas Linguistique de la France』(以下ALF)を公刊することで方言研究に新たな研究材料を提供
した。②新しい地理的な観察方法を提案し、その方法を洗練させた。③パリの高等研究実習院 École 
Pratique des Hautes Études (EPHE)でのセミナーを通じて後進を育てた2。 
	 こうして始まった言語地理学は、本人が「ジリエロンの後継者」3と呼ばれることをどう思ったかは別

にして、フランスではドーザ Albert DAUZATが言語地理学の理論的枠組みをさらに探求し『言語地理学 
Géographie linguistique』(Dauzat 1922)にまとめた。1922年版4の『言語地理学』pp.30-32（そのうち p.31
は地図）とpp.92-93に「雌馬 jument」に関する言語地理学的解釈が掲載されている。このALF No.736 jument
の地図は、言語地理学において数ある地図の中でも重要な意味をもっていると思われる。たとえばコセ

リウ Eugenio COSERIUの『言語地理学』(Coseriu 1975)においても引用され、また近いところでは ALFの
地図をどのように解釈すればよいかを平易に説いたブラン・トリゴ Guylaine BRUN-TRIGAUD、ル・ベー

ル Yves LE BERRE、ル・デュ Jean LE DU（以下	 ブラン・トリゴ他）による『ジリエロンとエドモンの

ALFを読む	 時間から空間へ』 (Brun-Trigaud et al. 2005)にももちろん取り上げられている。興味深いこ
とに、ドーザ、コセリウ、ブラン・トリゴ他のいずれもが ALF No.736の言語地図を掲載しているのだ
が、どういうわけか地図の細部が微妙に違っているように見える。ここでは jumentの問題を考える取っ
掛かりとして、そうした細部は気にせずに、最も新しいブラン・トリゴ他の地図を用いて、彼らの言語

地理学的説明を見ておこう。 
 
  

                                                        
2 Gamillscheg (1928: 2). 
3 未見だがAnne-Marguerite Fryba-Reberに“Dauzat et Jaberg : deux héritiers de Gilliéron”, in Actes du Colloque 
Dauzat et le patrimoine linguistique auvergnat, Montpellier, 2000, 211-230の論考がある。 
4 1944年版は jumentの部分については同じ記述であるが、他の箇所に相当な書き直しや追記が見られる
ため注意が必要である。邦訳、『フランス語言語地理学』、松原・横山訳、大学書林、1958年は、内容か
ら 1944年版の邦訳であることがわかる。 
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	 「南部の èga（古フランス語 ive、ラテン語 equa）の地域
が最も古く、第一の形成である。この語は至るところで衰

退し、中世以来その地歩を失い続けてきた。その後イタリ

アから cavalaがやって来る。この二番目の形成は南フラン
スとリヨン地方に広がり、さらにオーヴェルニュ地方とワ

ロン地方に至った。jumentの地域変種が発達したヴォージ
ュ地方を除けば、東部ではリヨンからリエージュまでかつ

ては連続する地域であったに違いない。最後に雌馬を意味

する jumentがパリに到達すると、そこから広い領域に伝播
していく。この三番目の形成は東部地域をいくつにも分断

し、リヨン地方に達し、オーヴェルニュ地方、アン県、イ

ゼール県の cavalaから切り離され、伝播の先端はアルプス
地方にまで至った。」 
	 ブラン・トリゴ他の解釈は最も明解で簡潔なものと言え

る。ブラン・トリゴ他では ègaの語に対して第一の（言語
層の）形成(formation primaire)という表現を用いている。ド
ーザも「語の層位学を決定する」(Dauzat 1922: 32)、「各層の位置を容易に再建する」(Dauzat 1922: 33)
のような表現からわかるように、èga、cavala、jumentを三つの異なる言語層として説明する。こうした
言語層を研究することの重要性はジリエロンの論考からも明らかである5。いずれにしても jument の地
図はドーザが言う意味での言語地理学的な原則を非常に明瞭な形で表している。それゆえ重要な地図と

言える。言語地理学の原則とは以下の三つの原則を言う。①ある語の現在の地理的分布を観察すること

で、語の歴史と埋没している語の諸層を再構築できる、②現在の地理的分布を観察することで、今は分

断されて分布している語がかつては連続する区域に広がっていたことがわかる、③語の革新は主として

中央地域で起き、その結果、側面地域には古い形態が残る6。これら三つの原則を jument の地図で確認
することができる。つまり ègaが最古層であり、分断されている東部の cavalaは第二層として、かつて
は南北で繋がっていた。また東部において cavalaが側面地域として残存したのは、第三層である jument
の革新が伝播した結果である。この有名な地図の解釈について、今更何を付け加えることがあるのだろ

うと考える方がおられるかもしれない。しかしながら jumentの語は上記のような単純な地図の解釈では
解決できない非常に複雑な問題を孕んでいると思われ、今日でもその問題を問い直す意味は十分にある

と考える。ここでは主として二つの観点から「雌馬 jument」について再考する。最初に ALFから半世紀
ほど経った時点での方言調査の結果について述べる。次に「雌馬」という概念とそれを表現するための

語形の問題について考える。 
 
1. ALF の半世紀後 

	 フランスは国土の 10%だけが 800mを超える山地であり、概して起伏が少ない。なかでも北部と西部
には高地が少なく、海抜の高い地域は中南部と南西部と東部に存在する。このうち中南部には中央山塊

Massif Centralと呼ばれる高地があり、最古層と考えられる ègaが残る地域とぴったり一致する。中央山
塊は ALFの中で、しばしば古い語形が分布する地域として知られる。たとえばブラン・トリゴ他による

                                                        
5 たとえば Gilliéron et Mongin (1905: 3)を参照。 
6 この側面地域の原則はジリエロンではなくユートとバルトーリによって提案されたようだ。Dauzat 
(1944: 48). 

 
ブラン・トリゴ他 2005: 102. 
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と7、ALF No.36 alouette「ひばり」では接尾辞-etteをとらない、ガリア語の alaudaに直接に遡る alausa
形がこの地域で見られる。ALF No.244 charpentier「大工」では、ラテン語の fustisから派生した fustier
形が、ALF No.629 gauche「左」では中央山塊地域にバスク語と関係する esquèr形が、ALF No.791 maçon
「石工」では peirièr形が分布し、ゲルマン語*makônに由来する他の地域の語形とは一線を画している。
ブラン・トリゴ他によれば、これらの地図では山地という地形が原因となって、中央山塊に古い言語層

が残ったという。東部の山岳地帯でも同様のことが起きる。 
 
1.1. 中央山塊言語民族誌地図(ALMC) 

	 まずは中央山塊の半世紀後を見てみよう。ノートン Pierre NAUTONは 1951年から 1953年にかけて中
央山塊地域を方言調査した。ALFと ALMCは図 1と図 2のようになる。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

図 1	 ALF 736 jument 9 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

図 2	 ALMC 469 jument 
 

                                                        
7 Brun-Trigaud (2005: 98, 103). 
8 音声記号は若干の補助記号を除き、できる限り言語地図の音声記号に近づけるよう努めた。 
9 エドモン Edmond EDMONTがこの地域の調査において強勢と長母音を混同して記載したことについて
は Nauton (1956:.48)を参照されたい。 
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	 ALMCの調査地点が 55地点に対して ALFは 28地点であるため単純に比較することはできないが、
全体として半世紀経った時点でも èga、égo形（図 1・2の○●）は生き残っていると言えよう。ALFで
はアヴェロン県 Aveyronの地点 728とカンタル県 Cantalの地点 717の 2地点だけが西部において égoと
kòbaloを併用する地点（図 1の◎）であったのに対し、ALMCの地図では西部で併用地点（図 2の◎）
が増えている10。このことはALFから半世紀経った ALMCでは égo形がいよいよ消滅に向かい、kòbalo
形に取って代わられつつあることを示している。ところで一般に ALMCの地域は図 3のように三つの方
言域に区画されるのだが11、èga、égo はこうした方言域の区分には関係なく、中央山塊全域で生き残っ
たことがわかる。他方でアヴェロン県とカンタル県を含む南部オック語域から徐々に égo形が kòbalo形
に置き換わろうとしている。またALMCでは 2地点だけであるが jument形も観察される（図 2の×）。
これも半世紀の間に起きた方言状況の変化である。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 3	 ALMCの言語域12 
 
	 ところでフランスがガリアと呼ばれていた時代から現在に至るまで èga、égo形が維持された主たる要
因は中央山塊の地形だけではない。ドーザは『言語地理学』を執筆する 8年前に動物の雌雄を表す語形
について考察している。フランス語では動物の雌雄はロバ(âne / ânesse)、猫(chat / chatte)、ライオン(lion / 
lionne)のように、しばしば派生形によって表される。ところが馬(cheval / jument)、羊(mouton / bélier)、豚
(porc / truie)、鶏(coq / poule)、ガチョウ(jars / oie)のように、雌雄を表す語形が大きく異なる場合もある。
同論考の中でドーザは jumentについても述べており13、『言語地理学』の説明はこの論考の内容を要約し

たものである。ドーザによれば jumentは元々南フランスでも北フランスでも荷物などを運ぶ「荷馬 bête 
de somme」を意味した。ラテン語の equa形は規則的な音変化によって ive形となったが、ive形は形態
的に摩滅して弱く、女性形の接尾辞-ive（例、active）と同音衝突を起こしたために消滅する運命にあっ
た14。北フランスで iveの消失を補ったのが jumentであり、南フランスでは cavalaであった。一方、音
変化を経ても摩滅しなかった èga形は中央山塊と東部地域の一部で生き残った。ジリエロンもドーザも

                                                        
10 ALFのカンタル県の被調査者は補助教員で 30代と若い。Gilliéron et Edmont (1902: 48). 
11 例えば ALMC No.9 il fait chaudの faitの母音と chaudの語頭子音について、北部オック語域では[fai]
と[ts-, tɕ-]となるが、南部オック語域では[fo]と[k-]になる。 
12 Nauton (1956: 43)の地図を ALMC No.9 il fait chaudの分布も加味して修正した。 
13 Dauzat (1914: 161-169). 
14 規則的音変化によってラテン語起源の語が多く消失したことはジリエロンが力説したことである。
Pop (1959: 29). 

北部オック語域 

フランコ 
プロヴァンス 
語域 

南部オック語

域 
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同音性は語の歴史にとって決定的な要因であり、同音衝突は言語地理学の最も重要な発見であったと考

えた15。もっとも同音衝突があれば直ちに語形が消失し、他の語形に置き換わるわけではない。実際、

言語活動においては同音性・同形性は頻繁に起きることであり、文脈のおかげで許容される場合が多い。

問題はむしろ同音衝突によって同じような部類に属する語の間で混同が起きることである16。ジリエロ

ンは「許容しがたい困難を経験した後に同音異義語に処方を与えようとする」17と主張しているが、言

語地理学における同音衝突の例では、実際に話し手において混同や困難が起きた証拠をあげながら説明

することはほとんどない。またジリエロンは同音衝突によって治療的処方が必要とされる言語の病理的

状態にしか興味がなかった18。彼らの同音衝突による語形変化の説明を読んでも、それによって語形の

有為転変の原因が解明されたと考えてよいのかは疑問が残る。また語の地理的分布に着目するあまり、

語と事物の結びつきを中心に据えてしまうことで、言語地理学の説明はあたかも話し手の言語活動から

独立した形で語形変化が生じているような印象を受ける。このことはジリエロンらの分析に対する批判

の一つでもあった19。ただし言語地理学では、二つの語形が衝突する地域で折衷形あるいは類音牽引に

よる語形成が観察されると指摘する。また消失する語形は意味的に曖昧になったり、多くの意味を抱え

込んだりするという指摘がある。こうした証拠こそ、同音衝突が語の消失や語形変化の要因となったこ

とを説明するうえで重要であると考えられる20。 
 
1.2. リヨネ地方言語民族誌地図(ALLy) 

	 ところで èga、égoの東部境界はどこなのだろうか。中央山塊の東に位置するリヨネ地方を ALLyを利
用して見てみよう。ガルデット Pierre GARDETTEがこの地域を調査したのは 1945年から 1947年にかけて
であった。ALFが 17地点だけを調査したのに対して、ALLyには 75地点あり、かなり密な方言調査に
なっている。とはいえ半世紀後でもそれほど大きな変化は見られない。図 4と図 5を参照。 
	 ALLyではロワール県 Loireとローヌ県 Rhôneの両方に jument（図 5の×）が拡大している。一方で
ègo形（図 5の○）はオート・ロワール県 Haute-Loireのみに、kàvàla形（図 5の△）はピュイ・ドゥ・
ドーム県 Puy-de-Dômeと東部に見られる。またアン県 Ainには jumentが拡がりつつあり、半世紀の間に
標準形の浸透した様子がうかがえる。ALLy の地図が示すように、èga、égo 形の東部境界はオート・ロ
ワール県であり、それよりも東に èga、égo 形は存在しない。逆に言えばリヨネ地方は北からの jument
と南からの kàvàlaがぶつかり合う地域なのである。標準形の jumentがリヨネ地方にまで進出したことで
kàvàla形の地域は東西に分断された。古い èga形の東端はオート・ロワール県に、新しい jumentの南端
はロワール県にまで達している。ドーザが主張するように、語はデタラメに伝播していくわけではない。

中でも標準形の伝播は比較的明確な経路を通って拡がることが知られている。フランスの場合、大幹線

はソーヌ河とロワール河の渓谷である。もちろん大きな川は河川交通によって伝播を促進することもあ

れば、逆に大河によって言語が分断されることも考えられる21。 
 
 

                                                        
15 Dauzat (1922: 65).  
16 Gamillscheg (1928: 34). 
17 Gilliéron (1918: 58). 
18 Lauwers (2002: 85). 
19 例えばコセリウ (1973: 103)と Demset (2002: 42). 
20 Lauwersは「同音性と意味の過剰飽和(l’homonymie et la sursaturation sémantique)が語形変化において疑
いもなく役割を演じている」と主張する。Lauwers (2002: 105). 
21 Dauzat (1922: 157), 160. Kawaguchi (1995, 2001, 2017)はパリ周辺部、シャンパーニュ地方、ブルゴーニ
ュ地方における標準語化とその経路を分析した。そこでも河川の果たす役割が大きい。 
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図 4	 ALF 736 jument 図 5	 ALLy 311 jument 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 6	 リヨネ地方の地形22 
 
 
 
 
 
 

                                                        
22 ALLyの Carte 1. Carte du relief du Lyonnaisを編集した。 
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	 図 6の地形図とALLy No.311の jument形（図 5の×）の分布を照らし合わせてみると、jument形が東
部ではソーヌ河とローヌ河の渓谷を通じて、西部においてはロワール河の渓谷を通って、北部から南部

へと伝播したことは十分にあり得る。また ALLyの kàvàla形（図 5の△）と égå形（図 5の〇）はロワ
ール河とローヌ河のそれぞれの西側にある比較的高い山地で生き残っている。標準形の jumentはリヨネ
の南部にまで伝播し、ローヌ河の西側にある山地で止まり、ロワール河方面では égå形と kàvàla形の両
方に行く手を遮られた。こう考えると中央山塊よりもさらに南では jument、kàvàla、ègaはどのようにな
っているのかも気になってくる。ここでは東部ラングドック地方言語民族誌地図（以下 ALLOr）につい
て調べた。するとALFから半世紀後の興味深い状況がわかった。 
 
1.3. 東部ラングドック地方言語民族誌地図(ALLOr) 

 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

図 7	 ALF 736 jument 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

図 8	 ALLOr 501 jument 
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	 ALLOrにおいて、語末母音はエロー県 Héraultとガール県 Gardでは[a]になる（図 8の白い△▽）。ま
たガール県（図 8の△▲）以外は母音間の子音が[v]ではなく[ḇ]23になる（図 8の下向き▽▼∨）。こうし
た傾向は ALFの半世紀後でも変わっていない。ALLOrでは kavala、kaḇalaあるいは kavalo、kaḇaloが支
配的であると片づけてしまいそうであるが、実際はそうではなく変化は着実に起きつつあった。 
	 ALFと ALMCの地図を分析した際に、アヴェロン県とカンタル県において égo と kòbaloを併用する
地点（図 1、図 2の◎）が ALFに比べて ALMCで増えたことを指摘した（1.1.を参照）。これは égo形
が消滅へと向かい、kòbalo 形に取って代わられつつあることを示していた。図７のオード県 Aude では
これと全く逆のことが起きている。地点 767と 787において kábàlóが ègoと併用されるのである（図 7
の±）。この 2地点の被調査者は 35歳と 40歳くらいの市町村職員で、両者とも同地の生え抜きであっ
た24。とくに特徴的な話者とは思えないこの 2名だけが、なぜ kábàlóと ègoを併用すると答えたのだろ
うか。その答えが ALLOrの地図の中にあった。実は ALLOr No.501の地図には欄外に「古い èga25は、

その存在と意味をいたるところで確認できた26」という注記がある。古い ègaを中心に ALLOrを再分類
し直してみると図 9のようになる。 
 

 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

図 9	 ALLOr 501 jument	 ègoの残存 
 
	 もちろん ALLOrで kavala形が第一形であることには違いないが、ALFで地図に 2地点しか記載され
ていない古い ègo形は完全に消失したわけではなく、その存在と意味がまだ確認できる状態であった。
ègo形はこの地域でまだ理解されていたのだが、徐々にkavala形に圧倒されて消滅に向かいつつあった。
だからこそ ALFの地点 767と 787で併用形が観察されたのだった。エドモンが ALF調査の際に、なぜ
ègo 形が他の地点でも理解されていたのを知らなかったのか、その理由はよくわからない。ALF の補遺
にも特に記載はない。 
 

                                                        
23 ḇ は幾分弛緩した閉鎖音、軽い狭窄音を表す。ALFではこの調音は正しく認識されなかった。 
24 Gilliéron et Edmont (1902: 49). 
25 興味深いことだが Boisgontier は実際に確認される[ègo]ではなく、èga という語形を用いて注記した。
Boisgontier (1984) ALLOr No.541 Jument ; «Èga»を参照。 
26 “(...) le terme archaïque èga, dont on a partout vérifié la présence et les valeurs sémantiques.” 
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2. 文献的証拠と言語地図 

	 ジリエロンとドーザの最も際立った研究手法の違いは、文献的証拠と言語地図をどのように関連づけ

るかという視点であろう。ジリエロンは「文献を探求して得られることになる事後的な実証がどのよう

な重要性をもつとしても、それらは地理的方法によって到達する結果を例示するに過ぎず、強固にする

ものではない。たとえそうした実証が欠けているとしても、地理的方法による結果は確実かつ疑う余地

のないものと見なされなければならない」27と主張する。これに対してドーザはミツバチを意味する

essetteをとりあげて、「言語地理学と文献研究は、まさに歴史と地理のように緊密に連帯しあう」28と述

べる。初期の研究においてジリエロンは再三にわたり、ALF以外の方言調査と文献的証拠の価値を問題
視した。こうした発言の背景には地理的方法だけを用いて言語理論を構築したいというジリエロンの強

い思いがあったのだろう。とはいえ後にも触れるが、ALFの「雌馬」の地図が私たちに示してくれる語
形の変異とその分布の限界は、まさに ALFの方言調査自体の限界に帰されるべきものであり、その限界
を乗り越えるための一つの手段として ALF 以外の方言調査と文献的証拠の活用は不可避であると言わ
なければならない。 
 
2.1. JUMENT 形と CAVALE 形 

	 最も新しい言語層と言われる jument の出自はどうなっているのだろうか。「国語の主人 maître de la 
langue nationale 」29たるパリで産声をあげたのだろうか。この語形は 12世紀中頃に書かれたアングロ・
ノルマン文学の Psautier d’Oxfordにおいて「荷馬」の意味で男性名詞として用いられたのが最初らしい。
一方「雌馬」の意味としては、Guernes de Pont-Saint-Maxenceが 1172-74年にイギリスで執筆したとされ
る Vie de Saint Thomas Becketに女性名詞として初出する。つまり初期の文献的証拠はいずれもイギリス
でみつかったことになる30。これに対してラテン語の jumentumを女性形 jumentaとして用いた例は 8・9
世紀に既に見られる31。この古い女性形に由来するか、もしくは類似の派生形と思われる語形が ALFに
散見される。ムルト・エ・モーゼル県Meurthe-et-Moselleの地点 150 jœmaòt、ヴォージュ県 Vosgesの地
点 59 jœmòt32、69 jmòt、77 jŭmát、86 djŭmàd、バ・ラン県 Bas-Rhinの地点 88 jŭmàt、オ・ラン県 Haut-Rhin
の地点 85 djŭmàtである。これらの語形はフランス東部にのみ残存する33。 
	 フランス語の書き言葉の歴史において jument形と競合して用いられたのは cavale形であった。本稿の
最初で見たように、近代以降になると cavale形は方言として南フランスと北部でのみ残存したようであ
る。この cavaleの語源はプロヴァンス語であったという説、イタリア語から移入されたという説がある
34。いずれにしてもベルギーのヘントの南にあるアウデナールデにおいて 1552年に書かれた Coutume de 
Renaixが初出のようであるから、南フランスだけに特徴的な単語ではなく、言語地理学が説明するよう
に、かつてはベルギーから南フランスにかけて広く分布していたに違いない。 
	 ここでは jumentと cavaleの書き言葉における競合関係を詳しく調べるために、Frantextを基にして 100
万語あたりの両語形の調整頻度の推移を 1330 年から 1800 年まで追った。ただし 1501-1550 年と
1551-1600年に関しては、理由はよくわからないが、特定の文献における jumentの頻度が著しく高いた

                                                        
27 Gilliéron et Mongin (1907: 296). 
28 Dauzat (1922: 43). 
29 Gilliéron (1918: 259). 
30 13世紀以前における古仏語作品の作成地域には大きな偏りがあったことを忘れてはならない。 
31 初出に関しては Trésor de la langue française informatisé (http://atilf.atilf.fr/tlf.htm): jumentの項を参照。 
32 接尾辞-òtは-èt形のこの地域における変異形である。-èt形が-òt形になる音声変異はシャンパーニュ地
方の南東部からフランス東部にかけて広く分布する。Kawaguchi (1994)参照。 
33 接尾辞-òtはジャガイモを pmòt、kmòtと呼ぶ場合にも見られる。Poirot (1913)を参照。 
34 Trésorと FEWの項目を参照。 
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め、そうした文献を除いて Frantextの年代区分に従って生起頻度を計算した。結果は表 1のようになる。 
 

表 1	 jumentと cavaleの生起頻度（100万語あたりの調整頻度35） 

 

 
	 まず最初に、明らかに女性名詞と判断できる jument「雌馬」（表 1 の青色）と女性名詞とは判断でき
ないか、あるいは冠詞類や形容詞から男性名詞と判断すべき jument「荷馬」（表 1 の赤色）の生起頻度
が古フランス語から中期フランス語へと移る時期、グラフ上の 1330-1500 年までの間に逆転することが
わかる。1500年以後は女性名詞 jumentが明らかに優勢になる36。男性名詞 jumentは 1651-1700年にほぼ
消滅し、それに代わって 1700年以降に bête de somme「荷動物」（表 1の緑色）という表現が増える傾向
にある。このことは男性名詞 jumentの消滅過程を証拠づけるものとして注目に値する37。女性名詞 jument
と cavale（表１の白色）の競合は 1700年から 1750年までをピークに、その後 cavaleの衰退に終わる。
Frantextが各時代の書き言葉のデータベースであることを考慮するならば、cavale形は 1700-1800年まで
の一世紀の間、標準的なフランス語の書き言葉として通用していたことになる。以上が Frantext のデー
タから指摘できることである。 
	 しかし実際には 1700年よりもずっと早い時期、たとえば 1618年に文法家のモーパ Charles MAUPASが

Grammaire et syntaxe françoise (初版 1607年)の中で、「jumentと cavaleは hongreとも言う、去勢した馬の

                                                        
35 実際の生起数は以下のようであった。 

 
jument (f) jument (m) cavale bête de somme   jument (f) jument (m) cavale bête de somme 

-1330 4 9 0 0  1601-1650 34 4 1 2 

1330-1500 40 14 0 0  1651-1700 16 1 1 0 

1501-1550 19 6 0 0  1701-1750 35 0 30 7 

1551-1600 50 2 3 0  1751-1800 62 1 6 18 

 
36 ただし 1600年以前のデータには男性名詞 jument (m)の中に、冠詞類や前後文脈から jumentが女性名
詞であると判断できない例（cheval et jument、冠詞なしで単に jument等）例も含まれる。 
37 bête de sommeはすでに 12世紀末に「荷動物」として Béroulの Le Roman de Tristan et Iseutに記録があ
る。Trésorの sommeの項。 

0
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1330以前 1330-1500 1501-1550 1551-1600 1601-1650 1651-1700 1701-1750 1751-1800

jument (f) jument (m) cavale bête de somme



 - 12 - 

ことである」38と記している。またドゥ・ラ・トゥシュ Pierre DE LA TOUCHEは 1730年の L’art de bien parler 
françois（初版 1696年)の中で、さらに詳細に「通常、親しい会話では jumentと言う。Cavaleは上品な文
体のほうがふさわしい。アカデミーはこのような使用を区別しない」39と述べた。ドゥ・ラ・トゥシュ

のこの説明はメナージュ Gilles MÉNAGEの Observations de Monsieur Ménage sur la langue françoise（初版
1672年）の次の記述の引用であった。「親しい会話では、une cavalleよりもむしろ une jumentと言うだろ
う。王の厩舎でもアカデミーでもそうである。しかし上品な文体では jument よりも cavalle と言うだろ
う」40。 
 
2.2. 古フランス語から中期フランス語へ 

	 ところで Frantext が十分にカバーできていない時代、とくに古フランス語期から初期の中期フランス
語までの間、「雌馬」は書き言葉においてどんな語形で表されていたのだろうか。トブラー・ロマッチ

TOBLER-LOMMATZSCHの『古フランス語辞典 Altfranzösisches Wörterbuch 』（以下トブラー・ロマッチ）を
調べたところ、次のような語形が見つかった。まずラテン語の equaから変化したと考えられるいくつか
の変異形、ive、ie、iewe、egue、igueがある。次に jumentがあり、「灰色毛の雌馬」として liarde、「若い
雌馬」を指す poutre、最後に「荷馬」としての roncine、roncieがあった。これらの語形の使用をさらに
詳細に調べるために、古フランス語と中期フランス語のコーパスと考えられる Corpus de la littérature 
médiévale en langue d’oïl des origines à la fin du XVe siècle Prose narrative – Poésie – Théâtre, Champion 
Électronique, 2001(以下 Corpus Champion)を調査した41。最も生起頻度の高かったのは jumentであり 111
例あった。このうち 1300年以前が 42例、14世紀・15世紀が 69例あった。男性名詞 jumentの例は 6例
みつかった。冠詞類や形容詞等がないために、あるいは周りの文脈から文法性を判断できない例は 27
例あった。 
	 Corpus Championにおいて jumentの次に生起頻度が高かったのは ive形の 12例である。この語形は全
て 1300 年以前の文献で見つかった。ive形が古フランス語の時代において、女性形の接尾辞-iveと同音
衝突することでどれほどコミュニケーションに支障が出たのかは皆目検討もつかない。ただ先ほどの生

起頻度からすると、古フランス語の時代にも書き言葉では jument形が圧倒的に頻繁に用いられていたた
め、ive 形が衰退しても「雌馬」を表すのに jument を用いておればおそらくコミュニケーションに支障
はなかったであろう。ともかくも 14世紀までに ive形が書き言葉から消失したらしいという推測が成り
立ち、このことは 2.1.で見たように、1330年頃にはすでに jument形だけが支配的になっていた事実と矛
盾しない。また iveの変異形である igue形は一例しか見つからない。このように jumentはいわば「雌馬」
の最上位概念を表す語形と言える。同じ「雌馬」でも色に焦点を当てると liarde「灰色毛の雌馬」、職能
をハイライトすると roncine、roncie「荷馬」、年齢を取り立てると poutre「若い雌馬」となり、これらは
いずれも「雌馬」の下位概念を表す語形であった。 
 
2.3. Poutre 形について 

	 ラテン語 pullus「小動物」の派生形*pulliterに由来すると思われる poutreはトブラー・ロマッチの定義

                                                        
38 “jument, Cavale, se dit aussi Hongre, se dit d’un Cheval chastré,” (Classique Garnier Numérique). 
39 “On dit d’ordinaire jument dans le discours familier: cavale vaut mieux dans le style relevé. L’Acad. n’en 
distingue point l’usage.” (Classique Garnier Numérique). 
40 “Dans le discours familier, je dirois une jument, plustost qu'une cavalle. C'est ainsi qu'on parle dans les Ecuries 
du Roi, & dans les Académies. Mais dans un discours relevé, je dirois cavalle, plustost que jument;” (Classique 
Garnier Numérique). 
41 当該コーパスは Champion 社から出版された中世文学等の校訂本を電子化したものだが、校訂本自体
に質的なばらつきがあることは否めない。 
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では「仔馬」、「若い雌馬」、「梁」を意味する。Corpus Championでは 4例みつかり、全てが 15世紀以降
の例で、女性名詞すなわち「若い雌馬」である。この語彙について比較的詳しく記載しているのはゴド

フロワ Frédéric GODEFROYの辞書42で、そこには poutre、poultre、poustre、poudre、pouldreの五つの語形
が記載され、「未交尾の雌馬」を指すとある。1472 年の文献が初出である。ゴドフロワは項目の最後の
ほうでこう締めくくる。「未交尾の雌馬を表す poutreは一般的な言語においては 17世紀一杯まで用いら
れた43。18世紀にはポワトゥー地方のテクストに現れる」。15世紀後半から 16世紀まで書き言葉におい
て用いられ、その後は方言にしか残らなかった短命な語形である。Corpus Championを検索すると poultre
形が 3例みつかったが、出典は全てラブレーFrançois RABELAISであった。ドーザも既に指摘したように、

この語形は低地ロワール河地方の 16 世紀の作家たち、ラブレー、ロンサール RONSARD、ベローRémy 
BELLEAUの作品の中にみつかる44。この語形について最も詳細な分析を行ったのはおそらくユート Jakob 
JUDであろう45。ユートの研究を引用してガミルシェークは次のように言う。「ユートは、ある語が特定

の社会層から他の社会層に侵入すると、副次的な同音異義が生じることを「梁」をあらわす語を使って

証明した。(...)中期フランス語の poutre「未交尾の雌馬」は 16世紀には文語から姿を消す。ALFによる
と、今日この語は最北部と最東部のわずか 4地点で見られるにすぎない。この語が大部分の領域で消失
したのは、14世紀の終わりに現れ、今日ではフランスの大部分に拡がった poutre「梁」によって押しの
けられたためである。この語の語源は poutre「若い雌馬」と同じである。動物をあらわす語が職人階級
において主柱としての「梁」をあらわすために用いられた」46。この場合 poutre「未交尾の雌馬」が消滅
したのは、「梁」との同音衝突に原因があるというよりも、盤石な jumentが使用され続け、「若い、未
交尾」をハイライトするときも jeune jumentを用いることで事足りたからだと考えるのが自然であろう47。

ALF No.736 jumentにはそもそも poutre形の記載がなく、ユートが 4地点のみと書いたのは ALF No.1070 
poulain (poulain pouliche)「生後 5年目までの雄馬・雌馬」の地図である。実際、スイスの地点 62で pūdrè ̃
が、ワロン地方の地点 194では pòlè ̃と並んで古形として putrè ̃が、パ・ドゥ・カレ県 Pas-de-Calaisの地
点 299では pulãと並んで pūtrが、サヴォワ地方の地点 956では pòḽã, ḽãnà, pòdràが記載されている。 
	 以上のように考えると、フランス語の歴史を通して、ドーザが行ったように年代的に言語層の積み重

なりがあり、これを地理的分布と関連づけて見つめ直すことは方法論的にも理論的にも興味深い。しか

しながら書き言葉に関して言えば、歴史を通じて一貫して jumentの語が用いられてきた。その意味でも
jumentは「雌馬」の上位概念を代表している語形と言うことができる。この上位概念形とは別に用いら
れる、その周りに衛星の如く共存する語形があった。あるいは流れ星のように短期間だけ使用され消滅

した語形もあった。言語層の積み重なりと言うよりは、むしろ求心と遠心構造の力学とも呼ぶべき現象

である。中心には常に jumentが据えられる。1300年以降に ive形が中心から周辺へと衰退すると、jument
が支配的となり、「荷馬」の意味内容を周辺化する。「荷馬」の意味内容は結局のところ bête de somme
が取って代わる。同時に古フランス語期の「雌馬」の下位概念を表していたと思われる liarde、poutre、

                                                        
42 Godefroy (1891-1902). 
43 ゴドフロワのこの記述は以下の分析からすると、おそらく「16世紀一杯まで」と修正したほうがよい。
実際、17世紀の文法家イルソンClaude IRSONはNouvelle methode pour apprendre facilement les principes et la 
pureté de la langue françoise contenant plusieurs traitez（初版 1662年）において、“POVTRE vieux mot qui 
signifie jument qui porte le joug.”「POUTREは荷を運ぶ jumentを表す古語」と記している。 
44 Dauzat (1921: 26).  
45 Jud und Jaberg (1908). 
46 Gamillscheg (1928: 42-43). 「荷運びの雌馬」と「梁」には「重荷を支える」という抽象的レベルでの
共通性があるというのがユートの主張であった。Jud und Jaberg (1908: 90). 
47 あるいは Judが言うようにpouliche形がpoutreの消失した後を補ったと考えるべきであろうか。Jud und 
Jaberg (1908: 81). 
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roncine、roncie形も衰退していく。他方で南フランスあるいはイタリアから cavaleが侵入し、一時は書
き言葉の中で用いられ jument と勢力争いを繰り広げるが、それもわずか一世紀で周辺へと追いやられ、
最後は南フランスと北部の方言の中だけで生き残った。 
 
2.4. ALF におけるその他の語形 

	 長い歴史の中にはたくさんの「雌馬」の下位概念を表す語形が存在したに違いない。ALF No.736 jument
の地図にそうした痕跡をいくつか見ることができる。まず英語の mare に当たる mér がワロン地方の地
点 190にある。ソンム県 Sommeの地点 263で jumentと併記されている ponètは言うまでもなく、ponette
「雌の仔馬」である。また『ALF補遺』48によると、スイスの地点 969に bidà = bidet形があった。以上
は説明が簡単であるが、パリ周辺とシャンパーニュ地方に見られる jubin 形はそうはいかない。この語
形はドーザが語源不明とみなし49、ヴァルトブルク Walter von WARTBURG の『フランス語語源辞典 

Französisches Etymologisches Wörterbuch 』（以下 FEW）でも同じ扱いを受けている。ALFではセーヌ・
エ・オワーズ県 Seine-et-Oiseの地点 227で観察される。またエーヌ県 Aisneの地点 230とマルヌ県の地
点 128 では jumà、̃jimà ̃等と併記されているが、いずれも古形という注記がある。たいへん興味深いこ
とだが、ALFから半世紀以上経った後にパリ周辺部で方言調査を行ったシモーニ・オランブMarie-Rose 
SIMONI-AUREMBOUは、『イル・ド・フランス、オルレアン地方言語民族誌地図』（ALIFO）の No. 540 jument
の地図の上に、広い領域で jumãと jubinを記載することになる。また『シャンパーニュ、ブリー地方言
語民族誌地図』(ALCB)の No.896 (une) jumentでも、ブルスロ Henri BOURCELOTはマルヌ県の複数の地点

で jubin を唯一の語形として記載した。ALF の古形という注記は被調査者たちの個人的な見解に過ぎな
いと考えられる。彼らはエドモンから質問を受け、おそらく上位概念を中心に答え、周辺的と判断した

jubinのことを古形と答えたのだろう50。ALIFOの欄外注を見てみると、jubinが「雌馬」の下位概念的な
語形であることが容易に理解できる。たとえば地点 5では「馬車用」とあり、地点 9では「仔馬を産ん
でいない雌馬」の意味で、地点 10では「速歩の雌馬」を指し、地点 59では「bidèのように、2輪馬車
用の雌馬を jubinと呼んでいた」とある。このように jubinには様々な付加的意味があった。 
	 これと反対に明らかに上位概念を中心に据えた回答も ALFには複数見られる。「馬 cheval」という最
上位概念かつ通性的な語形を使用した回答がそれである。オワーズ県Oiseの地点 253に gvœ̀ = chevalが
ある。モルビアン県Morhihanの地点 486では jumentと共に bét dė ɕwa = bête de chevalが用いられ、スイ
スの地点 989にも tsévà = chevalがある。ドーザによれば、こうした通性的な cheval形の使用は jument
と cavaleの境界地域に起きるという。なぜなら境界地域では新たに移入される語形がないままに、古い
語形（èga形）が消失するからである51。地理的基準からすれば一見もっともらしい解釈なのだが、地点

486では通性形が jumentと併用されており、新たに移入された語形が存在することは疑いの余地がない。
ドーザのこの解釈ではパ・ドゥ・カレ県 Pas-de-Calaisとソンム県 Sommeにおける ALFの回答も同じ様
に説明されることになる。両県では jument がほぼ全域に広がる中で、地点 276、278、279、285、288、
289において bèt à pulã = bête à poulainが見られる。地点 276では同語形が jumentと併用される。さらに
コート・デュ・ノール県 Côtes-du-Nordでも地点 481で bḗt、482で bḕt (= bête)の回答がある。 
	 ALIFOの欄外注のように、一つの語形 jubinでさえ様々な下位概念的意味があった。また ALFには明
らかに上位概念の語形を用いて回答したと思われる地点が複数あった。これらのことから、ALFの調査

                                                        
48 Gilliéron et Edmont (1920: 113). 
49 Dauzat (1921: 27). 
50 標準形が広く分布するパリ周辺部で行われた ALF の調査には同種の問題が少なくない。たとえば
Kawaguchi (1994)における接尾辞-etteの分析を参照。 
51 Dauzat (1921: 27). 
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は必ずしも「雌馬」の下位概念を表すような方言語彙をうまく拾い集めることができていないばかりか、

上位概念が中心の地図上に複数の下位概念を表す方言形が複雑に混ざっていると考えられる。 
 
3. 「雌馬」の下位概念とその命名をめぐって 

	 タポレ Ernst TAPPOLETは「雌馬」の下位概念とその命名をめぐる問題の本質にいち早く気づいた研究

者であった。彼は 1913年のフランス語圏スイスにおける家畜の命名に関する論考において、「雌馬の語
形は、より大きな領域に拡がっている語形(kavala、ega、jument)であるか、あるいは単に孤立して生起す
るかによって、はっきりと二つのグループに分かれる」52と指摘した。タポレの分析から直接に刺激を

受けたかどうかは定かではないが53、四半世紀後の 1939 年にウダード WOODARD が師であるホームズ

Urban T. HOLMESの始めた分析を引き継ぐ形で Language Dissertationの第 29号として発表した『フラン
ス語とプロヴァンス語における馬の語形：方言学における研究』は「雌馬」の下位概念を考察する時、

今日でもその価値を全く失っていない。「雌馬」の下位概念という観点からウダードの分析を整理し直す

と、表 2のような結果になる54。 
 
表 2	 ウダード(1939)における「雌馬」の下位概念と語形 
下位概念 語形	 「意味」 

色彩 brunelo 「灰色の」、morette 「黒い」 
価値 bronna、bèrègne、carne 「悪い」、zigue 「無価値の」 

機能 bidette、bidet 「乗馬用の」 

容姿 
haquenée 「小格馬」、harin 「消耗した」、bida、bidette、cavalelo 「小
さい」、caneio 「中くらいの」、chivalas、cavalasso 「太った」、pèque、
rique 「痩せた」 

生殖 
pourie、pourière 「仔馬を産んだ」、puryero 「子連れの」、poute、poutre 
「未交尾の」、mulassière 「ラバを産んだ」、vassive 「発情中の」 

年齢 
aridelle、hene、karkevala、marghalla、poutra 「老いた」、poeudra、poultre、
poutrenne、soradze、soreindja、vasif 「若い」、paudra、pudra 「２歳で
若い」 

歩法 
houine、ouine 「嘶き扱いにくい」、carcan、mosquiu 「御しにくい」、
bidète、haguette、haquenage、lambrino 「側対歩で進む」 

その他 killa、mare、koumala、ruga 「雌馬」 

 
	 下位概念を見てみると馬の様々な特徴を規準にしていることがわかる。「その他」の語形は意味が「雌

馬」と記されているため、jumentとほぼ同義と考えられる。表２の語形のうち ALF No.736 jumentの地
図には bida、bidette、mare のみが現れる。ウダードはその当時入手できた様々な方言集と FEW をデー
タとして分類を行ったが、それでも網羅的な語彙集とは言えない。表２の中で bidette形は「機能」と「容
姿」の両方に現れ、さらに bidèteも類似の語形だとすれば「歩法」にも関連する。このように、ある語

                                                        
52 “Die Stutenwörter teilen sich scharf in zwei Gruppen, je nachdem sie auf einem größeren Gebiet übhch sind 
(kavala, ega, jument) oder nur ganz vereinzelt auftreten:”. Tapollet (1913: 104). 
53 Woodard (1939)の膨大な参考文献の中に Tappolet (1913)がないことから、おそらくは参照していないと
思われる。 
54 単語の詳細な意味と使用地域についてはWOODARD (1939)を参照されたい。 
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形が jumentと同義的あるいは類義的であると判断する時は、とくに対象が方言形の場合には、どれほど
慎重に判断しようともし過ぎることはない。このことは語の置き換わりが同音衝突に深く関連している

と主張する時も同じであろう。 
 
おわりに 

	 以前、筆者はフランス北東部における「稲光 éclair」を指す方言形を地域別言語民族誌地図を用いて分
析したことがある55。俗に「雷」と呼ばれる自然現象には三つの構成要素が関わっている。「落下」と「音

響」と「発光」である56。歴史的にもそれぞれが異なる語形に対応していた。ごく簡単に言うと、ラテ

ン語では fulgur、tonitrus、fulmen、古フランス語では foudre、toneire、espart、現代フランス語では foudre、
tonnerre、éclair である。ところが興味深いことに ALF には foudre の項目がない57。No.1913 に tonnerre
があるものの南フランスのみを対象にしている。結局No.438の éclairだけが全域で調査され、語形に関
して研究ノートが書けるくらい方言形の種類が豊かである。このことは fourdre「落下する雷」が最上位
の概念58であり、それゆえ方言的変異が少なくジリエロンが調査項目に選ばなかったのかもしれない。

それに対して éclair「発光する雷」の語形は激しい有為転変を経験した。ラテン語の flumenは古フラン
ス語で espartに置き換わり、espartは 15世紀まで命を繋いだが、やがてフランス西部からやって来たと
思われる éclairに圧倒されて書き言葉から姿を消した。「雷」を表す éclairと foudreと tonnerreのように、
ALFの質問項目と方言形を上位概念・下位概念という観点から調べ直してみることは案外重要かもしれ
ない。ALFには方言変異が極端に多い地図と非常に少ない地図があることは、ALFを詳細に調べるまで
もなく明らかであり、ALFを少しでも見たことのある人ならば誰でも気づくことだからである。 
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